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要因分析

【必須】

①現状としては、新型コロナ感染症対応にも慣れ、幅広い医療機関が外来対応を行っていたが、今後の新興感染症

に対応することについては抵抗感もあり、外来対応の意向を示す医療機関数が伸び悩んだと考えられる。なお、R5

年度の実績値は、事前調査等の結果から、新興感染症対応のために締結する医療措置協定のうち、外来対応を行う

医療機関の見込み数（R6.2.22時点　582/913）としている。（実際の協定締結はR6年度中）②R5年5月に新型コ

ロナウイルス感染症が５類に移行し、限られた医療機関による特別な対応から、幅広い医療機関による通常の対応

への移行を進めたため、達成率が100％を超える結果となった。なお、R5年度の実績値は、事前調査等の結果か

ら、新興感染症対応のために締結する医療措置協定のうち、病床を確保する医療機関の見込み数（R6.2.22時点

86/134）としている。（実際の協定締結はR6年度中）

改善の方向性

【必須】
引き続き医療機関に呼びかけ、入院対応・外来対応に関する医療措置協定の締結を進める。

判定 未達成 判定 判定 判定

達成率 ％ 達成率 ％

％ 実績値 ％

達成率 82.94 ％ 達成率

79.3 ％ 目標値 81.8 ％

実績値 ％ 実績値

R1~Ｒ7年度 時点･期間 R1~Ｒ8年度

現状値 74.3 ％

目標値 76.8 ％ 目標値

％

84.3 ％

実績値 63.7 ％
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新興感染症患者への対応が可能な医療機関の割合

KGI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

時点･期間 R1~Ｒ4年度 時点･期間 R1~Ｒ5年度 時点･期間 R1~Ｒ6年度 時点･期間

目標値
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①患者対応が可能な医療機関の割合(外来対応医療機関)

　【基準値】74.3％（令和４年）【目標値】84.3％

②患者対応が可能な医療機関の割合(入院対応医療機関)

　【基準値】35.8％（令和４年）【目標値】45.8％


